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本報告には，京都市北誌にある京都大学農学部附属演習林J二賀茂試験i也で、育てられているモミ

ジ‘パフウ (Liquid，αmbarstyracザ'luαLINN.)林において， 1979fj=.から1990年までの12年間のリ

ターブオールを劉査し，その季節変化および年変動を求め，とg奨議:からクスサン (Caligulα

jαponicαMOORE) なと手の食楽性昆虫館による被食殻(加r書架盤)を推定した結栄がまとめられ

ている O

モミジパブウの平均年落葉最は4.7lton/haで，その92~95%が10月下旬からl1H 上旬に集中し

ている O クスサンに会議が食ミ与されたモミジパフウは約 iカ月後には新しい濃をj民間するが，こ

の新しい拘

lはま 0.26~1.63ton/ha'yで、年々 i曽川!のftril勾にある。

315鱗は32.0~43 .4kg/ha'yで， 6 R上令jまで滞γはつづくが 5月中旬までにその大部分は落

下した。

花・巣などの生離器官の落下は1985年からよもられ，モミジパツウの成長にともなって次第に多

くなっている O

出糞は23.0-2，366.3kg/ha'yで， クスサーンの糞が，王手変動の大きな朕悶であった O クスサン

の大発生年であった1979年には，その!:h$母が2，344.2kg/ha'yも籾J!又され，その:監は年総リターフォー

ルの42.6% で，部漉i設に次いで多かった。クスサン以外の食梨 '1全島虫類の虫糞は 12.6~46.2

kg/ha'ýで‘大きな if~変動は見られなかった。

見虫類は1.7-47.4kg/ha'yで，クスサンの幼虫の死体，踊，繭などが多く見られた。

総リターブオール殻は5.43ton/ha'y (4.14-6.52ton/ha' y)であった。

らそミジ‘パフウ林における食禁制:昆虫殺の摂食哉は40~3 ， 371kg/ha'y，そ

は54~4 ， 546kg/ha'yと推定された。クスサンによる金菜食議:域に設j註されたトラップに捕捉され

らそミジパフウ林の被寄稿埜をJ設定すると， 5.8~6.2ton/ha' yとなり，務梁散に相当

する1i段が持られた。
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まえがき

京都大学農学部Ilí~ 腐演習林上賀茂試験地には，外関の研究機関との種子交換により導入した多

数の外国蔵樹穂が見本樹，実験林として育てられ，定期的な成長淵査とともに，生産力，病虫害

の発生，被寄状況が樹べられ， とくにマツj誌では交雑試験などの育種材料としても利用されてい

る。モミジ、パフウ (LiquidambarstyrαcifluαLINN.) は~ヒアメリカ大陸東部の大西洋岸の広い

地域に分布し，比較的溜illllな肥沃地に生育して原産地での成長は泉く，大f笠木に生育している O

アメリカでは公開樹，並木として広く利用され，さらにドイツにおいても公開艇として利用され

ている。わが閣には1937lfに導入された υょうで，近年には，公i頴樹，街路樹として各地で利用

され，比較的良好な生育を示している。上賀茂試験地には1965年に穂子で導入され，小林分の実

験林として育てられている。本林分は櫛栽後，幼齢時には，記錦に残されるような詰危Z蓄をうけ

ることなく成林し， 1978年および1991年には，林分の現存設と成長畿が澗資されている 2.3)。

クリ (0αstaneαcrenαtaS. et Z.)の食繋'性客虫であるクスサン (CaligulajαponicαMOOR日)

は，クリ以外にもクスノキ (Cinnamomuncamphora S.)，ヌルデ (Rhuschinensis MILL.) ， 

ミズキ (Cornuscontroversα日犯lvISし)， イチョウ (GinkgobilobαL.) なととも食容するが， モ

ミジパブウ曳験林にも生息し，その摂食が確認されていた。 1979年には，本林分の一部の区域で，

ほほ全策が食容されるほどクスサンが大発生したが，モミジパフウは再び新しい築を展開して記i

れずに生育を続け，クスサンは 4年後には再び恨常発生にもどって現荘にヨさっている。誕の授開，

と食葉性昆虫の食寄の関係については KIKUZAWムK.et al. "¥柴悶ら 5)の報告がある。

クスサンが発生したこのモミジパブウの小林分にトラップを設捜して， リターフォールを調査し，

クスサンの食惑との!羽孫宏明らかにした。クスサンの大発生6)およびそれに続く穏常発生の低密

度の生息7) クスサンの食磐殻引についてはすでに発表したが， トラップを設置した12年間のリ

ターブオールの季節変化，年変動について報告する。

なお，本翻査資料の整理，とりまとめは文部省科学研究設(襖題番サ03454075) の助成をうけ

て1Tわれたものである。

調査地および榔資方法
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Tabl巴 l. Discription of a sweeL s'um stand investigated 

1979. 7 1990. 4 

Sland densily (haゃ 1) 

Mean DBH (cm) 
Heighl* (m) 
Basal area (m 'haゃ 1)

2，246 
11冒Oゴニ2.92
11.5 
22.64 

2，076 
15.7:1:5.08 
[7.0 
44.38 

* Eslimaled by MANABE et al. 2l and F、URUNOeL al. 3l 



3年間は，禁致減少が自立つほど発

生したが， 1982:1手以後低空鈴鹿の慌常

発生を， とくに1988:l(三以後現主まで

は虫体を発見することが閤雛なほど，

クスサンの発生は終息している。こ

の間モミジパフウは， クスサンの大

発生当時，会繋が食容された被害水

でも i個体も枯れなかった。林冠が

閉鎖している林分は， f愛怒り{えとそう

でない被圧水では，次第に似体謹を

大きくし，前者に比べて被fE水の成

長が悲しく変えている 3)が，林分とし

ては，現在まで健全に生育している O

制査林分の概?}t'ir示すと袋一 Iおよ

び間一 iのようになる o n旬i夜lWJr商戦

はほぼ21'告に増加し，上木とそ

うでない個体の成長疫が胸i脅ij鼠径に

現れはじめている。本数減少はよl司

林冠を形成しているj二木の枯死では

なく，初li'i立されたと忠われるn旬商
筏が小f去の下水で，上水の成長にと
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F'ig. 1. F'requency distribution of 
DBH in 1979 and 1990 
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もなう被庄のためである。なお，本

林分では1978:l(::の現存査を制査の後に

枯れ枝を含む樹幹下部の枝打ちを行っ F'ig. 2. Location of trees and traps in the 

ている O すなわち， ?M n寺平均jBJi弱が invesligated sit色。fa sweet gum stand 

束力11mで、あったが， ほほ1!ij !li~-f部の

X~1/5 の枝打ちが行われ，七HL枝は除去されている o

iiJM査期間は， 1979 :f(~ 4 月から 1991 :f(三 4 月までの 12年間で，各五l~ ともクスサンが緋イとする 4 )~ 

勾または 5)1上旬からそミジパフウの部業が終了する12月下旬まで， トラップを設設してリター

ブオールを制宝をした。 トラップは一辺 1m の主力7訟の受け口で，泌さ約50cm問q，j~J訟の化繊布製を

j刊い， 1979年には 51/1ilずつ 2カ!Vf(1および訂ぽ)に寄"101聞を設置した。さらに 7月16日に，

されたほ域(迎区)に， 5111ilのトラップを迫加設概した(1選… 2)。クスサンの生息11寺

JUl の 4 月下旬または 5 月上勾から 7 月上勾には l~数日間隔で，以後は1O~15臼の間隔でトラッ

プに捕捉された各リターブオールを|山祝した。さらに， 1982年以後， トラップを11)(り外した冬期

には， トラップ直下の iITfの地聞に洛下した校を翌春トラップの設毅11寺に回収した。回収された

資料は研究窓でクスサンの糞，以外の虫;奨，見上ねの死体，モミジパフウの校，葉などの各袈紫に

選7JIJし，絶乾波最を求めた。
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3 6 9 12151821 2427 

DBH (cm) 

。 。
。@

。
0 ・a

，¥(礼 3

0
0

。て白。ぷ。。。

。、口
門口

ω

¥ -I 1 -¥ :i)一、《込。ロOU 、

1. クスサンの生怠(発生;と終息)とそミジパフウの被害

上賀茂試験j也構内には，クリ，ヌルデ¥アメリカシナノキ (TiliaamericαnαL.)， イチョウ
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を餌としてクスサンは以前から生息していた。モミジパフウ実験林においても本調査以前から生

息していたと思われるが， 1978年の真鍋ら 2)が線認するまでは記鍛に残されていない。 1979年の

大発生と以後 2年開の発生状況，ハシボソガラス (Corvuscorone orientalis EVERSMAN)， ヒ

ヨド 1) (Hypsipetesαmaurotisαmαurotis TEMMINCK) の捕食による発生の終止!"以後の低

密度の恨常発生についてはすでに報告した 6.7)。

クスサンの食容は遊Tされた卵塊のある{1fj肉体から進み，幼虫の発育につれて謀議まが減少して餌

が不足すると，幼虫t;J::諜の残っている隣接水に移動して食害そ統ける。モミジ‘パフウ林分で業最

減少が目立ったのは1979~1981年の 3カ年だけで，議畿の減少は 6J=jl:ll旬以後，クスサンの幼虫

の終齢への発育につれて目立つようになった。大発生した1979年には，ほほ繋が100%食容され

たモミジパフウは林分の約40%で，残りの大部分は20~30%の繋が残されていた。当初設置され

た101rmのトラップのうち I区では 3倒の， n I廷では 4都lの上のそミジパブウの繋がほぼ100%ク

スサンに食饗されていた 6)0 1980年および1981年のそミジパブウの被答は， 1979年ほど激しくは

なかったが，林分ではクスサンの幼虫も目立ち，樹諜の100%被害木も現れた。

2. リターブオールの季節変化および年変動

選り分けられたりターフォールの各嬰紫の年間盤を訴すと表-2のようになる o 1979~ 1981:令

Table 2. Annual litter司 fallin sweet gum stand 
(kg (dw) ha，y.l， (%)) 

Sweei gum Feces 
Year Insect Others Toial 

Leaves 13ranches 13ud Sexual Giani oihers bodi在日

19793，048.7 7.4 31.9 O 2，3似 .2 22.1 18.3 33.7 5，506.3 
(55.4) (0.1) (5.8) (42.6) (0.4) (0.33) (0.6) (100) 

1980 3，704.1 3.0 42.0 O 336.8 17.3 7.9 29.7 4，140.8 
(89.5) (0.1) 0.0) (8.1) (0.4) (0.19) (0.7) (100) 

1981 3，797.3 23.2 32.7 。 8~)3.2 26.8 47.4 33.5 4，854.1 
(78.2) (0.5) (0.7) (18.4) (0.6) (0.98) (0.7) (100) 

1982 4，998.8 556.7 32.1 35.5 。 21.2 12.6 3.2 36.6 5，696.7 
(87.7) (10.3) (0.6) (0.4) (0.2) (0.06) (0.6) (100) 

1983 4，434.2 119.7 142.6 32.0 O 30.5 12.9 4.2 19.0 4，795目I
(92.5) (5.5) (0.7) (0.6) (0目3) (0.09) (0.4) (100) 

1984 4，540.5 217.3 181.2 41.3 。 45.7 25.3 3.4 24.3 5 ， 07~).0 

(89.4) (7.8) (0.8) (0.9) (0.5) (0.07) (0.5) (100) 

1985 4，529.7 177.4 189.6 30.0 '1.0 133.0 19.4 4.7 38.2 5，126.0 
(88.4) (7.2) (0.6) (0.08) (2.6) (0.4) (0.09) (0.7) (00) 

19864，998.9 385.5 372.5 31.8 7.5 12.4 20.4 1.8 31.8 5，862.6 
(85.3) (12.9) (0.5) (0.13) (0.2) (0.3) (0.03) (0.5) (100) 

1987 4，304.6 923.9 175.6 30.8 13.0 7.1 20.5 1.8 39.1 5，5Hi.4 
(78.0) (19.9) (0.6) (0.24) (0.1) (0.4) (0.03) (0.7) ([00) 

19884，993.2 576.8 280.2 36.5 50.0 0.03 23.0 1.7 37.7 5，999.1 
(83.2) (14.3) (0.6) (0.83) (十) (0.4) (0.03) (0.6) (lOO) 

19894.904.0 780.4 171.9 34.0 102.2 46.2 3.0 36.6 6，078.3 
(80.7) (15.7) (0.6) 0.7) (十) (0.8) (0.05) (0.6) (lOO) 

19904，682.4 1，244β 382.7 43.5 73.7 0.05 27.4 2.1 63.1 6，519.8 
1.8) (25.0) (0.7) (1.1) {十) (0，4) (0.03) 0.0) 
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の3年1mは 1-4月の裕枝殺を求めていないので，合l'ii'1r任にはこの間の務校散が含まれず，他の

年!史の1ilなと直接lこ比較することはできない。

2 -1. 

11三閣議議:量はhaあたり 3.05~5.00ton と求められたが， クスサンが発生した1979-1981Ijミの 3

年IIfJを除くと. 4.31-5.00ton/ha'yで，食3慢性見民!の被容をうけなかったそミジパフウの林分の

落紫畿は4.71こと0.27ton/ha.yとなった。

主!s:所持主までは年間落葉 i設の i詰大 10託はJ.ì立小{阪の1.161告で大きな 11~ 変動はみられず， コナラ

(Quercus serotina THUNB.)林 9)の書Idjまでも同様(1.13倍と1.17倍)の結果が持られている。常

緑樹であるヒノキ (Chαmαecypαrisobtusa ENひし)林川の2.61乱モミ (AbiesfielηαS.et Z. ) . 

ツガ (TsugαsieboldiiCARR. )林111の1.9情と比べて，部葉広葉樹林の年変動はそれほど大き

くはないようである。年落築設4.7lton/haは京都で、誠奈されたコナラの悩2.55~3.35ton/ha (平

均3.00ton/ha) に比べて1'1'1当に多い。コナラと比べて年間の新摘の伸長，新議の展開経過に連い

があるのかも知れない。これについては詳しく誠資していない。さらに，著者が13年間にわたっ

て制査したそミ・ツプj林の平均落葉殺が3.00ton/ha'yで，本櫛資での落葉最は多くの樹椋にみ

られる年間滞葉散の平均的なイ自に比べても多い。

16 l g(dw)/m2・day

14 

12 

10 
0 
令d

記 s 
同
e司
仏4

6 

4 

2 

B 
1979 1980 1981 1982 1985 1986 1987 1988 1989 1990 

Fig. 3. Seasona1 fluctuations in the fall rates of leaf 1iHcr 

モミジパブウの落諜の季節変化を訴すと恕1-3のようになる。モミジ、パフウの部主主販は10月か

ら11月であるが，最成期は10月末からは月上旬である O 合Jffl¥などによる強j瓜にさらされなかった

王子常年では， この落紫期に年務楽堂の92-95%もの殻が集I:jlしている。 9月に台!以が述続し

米し，強風にあった1982.1'ドには 9月に年薄紫殺の33%が務楽し，そのために，通常の落葉関の10

月および11月の議終は60%であった。コナラ引の京都での孫葉jl]Jはllfl~12月であったのに比べ

て，モミジパブウはが01カ月尽く部漉することが明らかになっ
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1979年のクスサンによる金襲被区域に 7月1613に設援した由民のトラップに捕捉された12

月まで、の"?ff禁法は2.34ton/haに迷した。しかし，この1:11にはクス -Ij"ンに葉身を県食されたために

落下した業栴が0.15ton/ha含まれている O さらに， !試に飛ばされてきた食揺されなかった濃が約

0.20ton/ha含まれ，約 2ton/haがクスサンの食後fl}Jl毛関した新しい楽であった。 4.7lton/ha

の平均年間洛紫:援の40%以上もの繋が，クスサン食客後に新しく展開したことが明らかになった。

2 -2. 裕枝fま

翻査開始の前年に枯れ枚を含む樹幹下音11の枝が枝打ちされているので，その影響で1981年まで

の3年IMiはトラップに落下した校は非常に少ない。しかし， 1982:fド 9月には台風による強風に 2

j支もさらされ多くの落校が記録されている。以後年勾Gに落枝:監は多くなっている。 1987年の急、増

も合}民Lによるものである。

1982年以後の年間務校穀は0.26-1.63ton/haで6僚を越える年変動がみられる。しかし綿資期

間の前半には制悲前年の枝打ちの影響があると考えねば、ならず，その影響を脱したであろう 1986

年以後の 5年間では大きな変動はみられない。

?等技畿の季節変化を訴すとi諸-4のようになる O とくに，台風がi斑撃しなくても，ド111調地方か

ら東海地方の問を通過した台風による強風のために多くの部技がみられるO 夏以後の滞校がっ

ているが，議楽にみられたような規別的な本部変化はみられない。

2 -3. :J;F!悦花.~殺の裕下滋

副
喝4

0喧

1.6 1 g(dw)/m2・day

1.4 

1.2 

問 0.8

= e唱
弘4

0.6 

0.4 

0.2 

o 
1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 

Fig. 4. Seasonal fluctuations in the fall rates of branch litter 
Gncluding bark) 

冬穿を保護している芽鱗の落下は 5月ql+iJまでに大部分が終わり，泣は少ないが6丹J二旬まで

続いている。 毎年のクスサンのsIlf化が，新議の開序とほぼ恥・致しているので，その時期jにトラッ

プを投捜しているため表-2の他はほぼ芽鱗の部下泣であろう。 :.'1三指H奈下殺は32.0-43.4kg/ha
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と求められ， 12年間の平均1fIIは35.2土4.7kg/ha'yであった。芽鱗の務下車・は全 1)ターブオール

の 1%に満たない殻である。

花・糸など生殖器官の発達はおjj始または樹体の大きさがある一定以とにならなければみられな

いが，モミジパブウでは1991年の伐例制で，胸高直径が20cmを越えている似体に球梨が隙認さ

れている 31。本制査では花・染は19855手以後に認められ，次第に増加している。トラップが設設

された標準地内のモミジパブウで， Jj('i1i勾斑援が20cmを越えたのは1984年 4月の測定で，はじめて

2本が20.0cmと20.5crnとil1lJられている。以後初仰を 1協えた似体は域加し， 1990.1j:: 4丹には傑i核地

内のモミジパフウの219らに相当する13:{;:に増加している。本林分では1989年の102kg/ha'yが故

多であるが，樹体の成長とともに花・来は次第に嶋加していくものと思われる。

2 -4. 食業性兇虫類の止Æ~誌の

集められた出撲は9!ft~J'iの幼虫の裁が大部分である。本林分では1979年から 3 .if'. rm にはクスサン

が大発生したので，その奨は:若しく多い。 1982年以後クスサンは紙密度の恒常発生にもどり，こ

の矧1987年まではかろうじてクスサンの生息を峰認することができたが，以後l土日:]ましでも見つ

けられなかった。わずかに林内で脱皮殻を見つけトラップへの数例の終γ裁で，林 Ij~ の何処かに

は生息していることが判紛できた。それでも 19851'j::までは，クスサン以外の出$l:t珪よりも多かった。

クスサン以外の蚊類で翻査中に伺I{認された離はマイマイガ (Lymαntr匂 disparLINNE)， ヒ

ロヘリアオイラガ (P.αrαsα lepidαMoo日目)，ヒメクロイラプ'j'(Scopelodes contraus W ALI叩沢)， 

イラガ (MonemαflαvescensW ALKE引である。糞の形;11::からさらに多くの樋が生息している

が， 1.重を線認することはできなかった。

mg(dw)/m2・day13000 

9000 

5000 

....... ム町一
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Fig. 5. Seasonal fluciuatiol1s in the fall rates of feces litter egested by giant silk moth 
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80寸 mg(dw)/m2・day
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~ 50 
喝d

同 40
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10 

。
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Fig. 6. Seasonal fluctuations in the fall ratcs of [OC巴slitter 
egested by hcrbivorous insccts巴xceptgiant silk moth 

!:Ll.糞部下の季節変化を訴すと閲-5および!な1-6のようになる。クスサンが大発生した1979年

には，話i奨主主は2，366.3kg/ha.Y も集められ，総リターブオール没に ~iめる割合が多く， 43.0%に

も述した。その99%はクスサンの出糞である o IドI訂z

は9陀20.0k均g/ha'yで1凶9.β0%，何年ともにクス-1)-ンの糞(ま虫誕殺の95%を越え，大型!の食斑dt見出で

あるクスサンの生息が出3皆殺を特般づけている O クスサンが'恒常発生にもどった1982年以後の以

は， 198511::をi徐き70kg/ha'y.U、下で， コナラ林9) ミズメ (BetulαgrossαS. e1， Z.J林12}

モミ・ツガ林]1)ヒノキ林I:{~Iヘテーダマツ (Pinus tαedαL.) 林ペナギ (Podoc.αrpusηαgiz 

OLL. et MOHlT日.)林]8)よそリシγアカシア (Ac，αciamollissimαWILD.) iV'"など， これまで

糊査された地全に生育している筒林分における山奨設と大きく述っていない。クス 4ナンの出$l~設

を除くそのflliの以糞哉はコナラ林より少なく， クスサン以外の食手提出品!:Ll.鎖の生息がわずかであっ

たことがIYJかになった。

クスサン以外のとU糞般の:季節変化はコナラ林やそミ・ツガ林などの諸林分でみられたように変

期終qI l\~l である。 8 ~10月にイラガ知がとくにほ立った 1989年以外では 6 9 月で年間の75~91

%の山糞が集められているひなお， Iヌ1-6で1979年および1981:;'ドの 6PJ q'iìJ~下旬の時期のlJ部

]ご述j立が大きいが， FFi泌により割れたクスサンの $I~のおiド~!ilの選別が困難で，その{むの糞に含まれ

た11]'能性がある。 Iヨ部下速度は30mg/m2・dayまたは以下と考えるのが妥A 当であるつ

2 -5.見出棋の

昆虫類の死{本の部 は1.7 ~4 7 .4kg/ha' Yで，年により大きな裁があらわれている。とくに，

クスサンが EI 立って発生した 1979~1981年の落下道が多く， 7.9~47 .4kg/ha'yである。この UH の

が{を除くと1.7-4.7kg/ha'γと、，おおきな年変動はみられなL、。

1m収されたft~(~flで，今までに制奈された諸林分と比べて迷った点は，クスサンの幼虫の死体，

悩が含まれていたことである。とくに1981年には 8月28EI 7 FJ 2 日のクスザンの終齢から F~ti繍

し始めた出におけるハシボソガラスの1i1i食にともなって終1ごした幼虫街みきられた幼虫の目立部，

応部，師，絞られた南ljがトラップに1rli1注されているヘ

見虫類の?存下散の本節変化を示すとi嘉一?のようになる。 1979::i'jミから 1981年の i~件F抵の多いこ
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]手ig. 7. Soasonal fluctuations in the fall rates of inseci bodies 

9 

1990 

とはクスサンに起!f，lし，今まで制査された諸林分に見られたように， j~l 議ーを扶食していたで、あろ

う食業性j毛虫鎖が(まとんど悶Jl又されていなかったことと比べて大きな迷いがある。1'iJUlにみられ

る虫体落下のピークもクスサーンの繭の重さが反lりとしている場合が多い。今までの捌資諸林分では

制変地が離れているために， リターフォールのおl収l1lî摘が15 日 ~30臼と長かったので， トラップ

に:ti!l捉されてからの消耗が考えられていた。モミジパブウ林は研究窓に近く， 1m収間i械もつまっ

ていたが，ヌド制査でもやはり!具体が完全にi回収された例は少なく，能主主JVJ!HJを通じてクスサンの

成虫は分解した鑓を…例揃;認したに過ぎなかった。トラップに主Ii抗されたコガネムシの!点以(ナ

ガ、チャコプfネ (HeptophyllapiceαMOTSCHULOKY) ，アカビ口一 Fコガ‘ネ U¥1olader，αcαstαneα

Armow) のぞ千 2i附体， コフキニIブfネ (Melolonthαjα:pomcα 8じHM日ISTER) 1 11~H本)， 3 1いi体
の小引のコメツキムシ類が完全な JI~で回収されただけである。本問先においても，クスサン以外

のJ'I:. !Ü~買は，革!日話回のさや姐1，セミ類の姐や外骨栴，バッタ類の脚， トン *dJIの趨など分解消耗

し測れ、部分が閥 Jl又され，軟らかいキ設がトラップ1)~で消伐されたものと考えられる ο

2 -6. そのiillのリターブオー

以上選り分けた芥J盟議以外のものをその地として取り扱った。}試に嫌いJ..がったと思われる下

!?j植生の諜が少最含まれているが，多くは概刻Bで内[1良では選別不能なもの・で、ある。その他として

19.0~6:Ukg/ha'y (35.3こと1O.6kg/ha'y) が集められた。

2 -7.総リターブオール盆

本制査で符られた年fll]総リターフォール最は去-2にまとめられている。その季節変化を訴す

と ~-8 のようになる。季節変化を特徴づけているのは器楽で他の務林分の樹海開と同様で、あるひ

しかし， 1979~ 1981年の!ll誕赴の多さが，今までに見られなかった季節変化を訴し， クス-1)・ン 0)

異常発生のaiH処を践しているや?従業主1:の総 r)ターブオ… jレに rLjめる割合が11之も多く (55~9:)96) ， 

i存校設が次いで多かった(6 -25%)。本割安ではクスサンが大発生した1979年のtit-挺11}:が}存薬

に次いで多く ，1981ij:.までの山裁選:の多いことが今まで制資された事・例とは異なっている。子

鱗の滞下量は総量の0.6-1.0%で安定し，花・来fをは年とともに増加してし、くであろう。よそミジ

パブウ林における総f訟は4.14~6.52ton/ha'yで，王子iりして年々に5.43ton/ha'yがリターフォール

として林地へ供給されていたことが明らかになった。
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3. 食楽性昆虫類による被食哉の挽定

食紫li見山矧による樹議のJ史食殻，食持母(被食f託)をぬ:-1長求めることはほとんど不可能で，

lIij抜・的に求めているのが常である。今までに報告された路林分においてもトラップに抑制された

ら被食は[14j掠的に推定されているつ本報告においても i:J，Tの手)Imの常i去をJllし、て，

ミジパツウ林における食葉性見出鎮の扶食致，食!議:i訟を推定した。

トラップに1i1i挺された!l{糞はliJJJlxll¥J1潟のiIlJにi滑にぬれて相の;来最減少がおこっている。

多少によって求められたクスサンのの童数減少取引を}甘いて， .j:)I:糞Il;J'M~殺にネilÌJとする

上賀茂試験fU!で槻iWJしている自記雨泣計の記銭より求め

クスサンのそミジパブウを訴とした例体的管により符られている訊食最と糞殺との関係を陥

いるへなお，クスサン以外の出奨についてもそれぞれの関係が米知であるので同様に処現す

total litter Fig. 8. 8easonal fluctuations in the fall rates (}f 

モ

る。

食紫官1:見出i立以食1-11に1M葉の一斉1;を切り務とすことが確認されている。クスサンの.jl(食活動

JlJJに切り混とされた紫;訟はいJI!羽田の説法から推定された摂食数の， 1982年は14%，1983:1ドは22

%で，その平均1[1討が切り部とされた紫哉と考えられているヘさらに 1984年，1987if， 1988年

の資料について切られた紫を選別したところ，期間では， 198211:='や19831f.に見られるように

大きなバラツキが見られたが， 51::単{立では，それぞれ切られた葉は話食:設の12%，20%， 23% 

に相当し，その~f:lりは 18% となる。コナラ林引で 16% と;:)とめられている。落葉広葉樹の鈎!査併

はこの 2 例だけで，切られた葉は県食堂の16~18%で，マツカレハ (Dendrolimusspectαbilis 

BUTL江沢) 171やスギドクガ(Dαsychir，ααrgentαtα3じTLE日山の:rh7'合より多いようである。

…般には，以上の 3段1:十?の手)11良でm食盤食苦手蚤lまi(主定されるが，モミジパブウの葉には長

い葉柄がある O 葉身を f主主主:された葉柄は，食害後 2~3 週間後には!JlU持する。モミジパフウの
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として，議現存殺の測定値と対比させるには，この茶話料1(葉柄率12.5%出') を加える

必要がある。

すなわち，

F=lOO/R・F'

φ L1 G =1.34.F 

@ L1G' 口1.18・L1G

告) L1 G" =100/87.5' L1 G' 
の手JII真によって， モミジ

パブウ林の食業税見虫綴

による被答業最を推定す

ると表-3のようになる。

クスサンが自立って発

していた年の被搭葉

が多い。とくに大発生し

た 19791jミには4.55ton/ha

の葉が被害をうけている O

このうちクスサンによる

被答禁致は4.50ton/haで

あるので， クスサンの加

が多かったことは明

らかである。このl1tr:ij~の 1

978年 7月の伐例制査2.)で，

が6.30ton/haと求め

られているので， もし

97911まも Iri討議の紫散と仮定

すれば，モミジパフウ林

は約70%の誕が被害をう

F : .jJl'義時我:乾重f詮 F' 回収糞事立哉， R: f:Il絞 5mmま

では100， 6 ~10mmは90 ， 11 ~30mm は80，31mm以上は75

L1G 摂食諜乾重過;

L1 G' ::食害葉乾議殻(食警務身誌J
L1 G" 

'1、able 3. Feoding amount and grazing 10ss of 
leav巴sby giant silk molh and othors 

(kg (dw) ha'y') 

Year Feccs 
(F') 

F日cding
ul G) 

Grazing* 
(LlG') 

Damag巴dlcaf* * 
(LlG") 

1979 
1980 
1981 
1982 
1983 
1984 
1985 
1986 
1987 
1988 
1989 
1990 

2，366.3 
354.0 
920.0 
33.8 
43.4 
71.1 
152.5 
32.8 
27.6 
23.0 
46.2 
27.4 

3，371.0 
515.3 

1，410.5 
51.2 
67.7 
118.0 
238.5 
51.0 

46.3 
39町8

74.1 
41.8 

3，977.8 

608.1 
1 ，664.4 

60.4 
79.9 
140.4 
281.4 

60.2 
54.6 
47.0 
87.8 
52.9 

4，546目。
695.。

1，902.2 
69.0 
91.3 

160.5 
321.6 

68.8 
62.4 
5:3.7 
100.3 
60.5 

* Grazing(Ll Gl arc oqual 10 tho dofoliated leaves i.e. 
feoding and cut down loav巴日 by herbivorous insects 

* * Damaged lcaf( Ll G" ) includcs thc potiolo 

けたことになる 1979:lJ三には前述のように， をうけた[茨城があらわれている。 J1三

では 3例の， II 1までは 411lijのトラップの上の樹繋が完全に金害されたのこの 7iお!のトラップで

鶴jほした奨哉より i削;去にして被害議泣合推定すると， J I乏では5.43ton/ha，n 1玄では6.20ton/

ha となった。司心力すると 5.82ton/ha となる。また 711ìi1のトラップをまとめて討・~:すると 5.87to

n/haとなった。 1978年の現存埜nJId31tにおける紫最6.30ton/haと本間査の会第食害|まにおける

被告:諜泣から，モミジパフウの若齢林分の葉殻はhaあたり 6.0ton前後と考えられる。 洛紫は;紫

格付木としては異常に多い繋が殺いていたことが明らかになったc 被?与後にトラップを設践した

llIl互のリターフォールから同展開した新しい諜白がが.)2.0ton/ha罰jはされたことは，

6.0ton/haのが)}1に手IHiする繋が被諜後181彼したことになるの

比較的クスサンが目立った1980年及び1981年の被害置は， 19791ドに比べれば相当に少なし~

198011~ は策選;の 10~159ら， 198111三でも30%強の被容で， もし林分に平均した被容であれば， .Ji詰

業試j験の結来から被害木はほとんど総務をうけなかったことになる。しかし，クスサンは卵塊

で践卵するために，卵が産み付けられた樹白またはその付近の樹の食;努が目立ち，現実には，会

もみられt.:.o
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1982年以後の彼等最は級めて少なく，前年にハシボソガラスによりクスサンが大般に捕食さ

れた結果，その留、税疫が著しく抵くなったためである。以後， クスサンは{民総!立のき生

を続け. 1985:q:=.には少し目立ったが， は 5%程度であった。 1984年以後， クスサン

の寄生蜂 (Apantelesdictyoplocαe W ATANA13E) が目立ち?うさらにクスサンの生息、がii[Jflllj 

されたのか. 1988年以後はクスサンはほとんどみかけなくなった。被害紫はクスサン以外の食

楽性昆虫による食容である。 1989:q:=.には 8~10 J'J にはイラガ鎖が他の 1]': によとベて目立っていた。

197911ミのクスサンの発生により，モミジパブウ林はその成長に影響があらわれるほど被容を

うけ，毎年の桜木部;JJ提の紡糸にもあらわれている2九しかし，袋一 2で部諜澄が1982年以後4.3

~5.0ton/ha'yで安定しているようにそミジパフウ林は飽食に生育を続けている。ヱt>:n問主その

1982年以後の被詩策盤は健全林分にみられる被害葉殻の常であり，これが普通である。

あとがき

Jニ賀茂試験地で、育てられているモミジ、パブウ林分(林齢1l~22年)のリターフォール最を調査

し，よそミジパフウ林の特数的な季節変化を明らかにした。とくに林ilf，ill年のうっ閉した林分で，

約 6ton/haの紫f設をもっているという異常に多いfil1が，発生.したクスサンの!:U$を翠:からJ住定さ

れた。さらに粥蕊後三jt..の健全林分の部禁致も 5ton/ha'y近い殺が符られ，本澗査の前後の伐倒

翻査で得られた官民とともに，モミジパブウ林の葉殻が部議広諜樹林としてi'll~ に多いことを明か

にすることができた。また，クスサン食害後に再民間jした新しい繋が2.0ton/haにも達している

ことが判明した。モミジパブウ林分では，クスサン以外には食猿性昆虫鎖の食容は非常に少なく，

今後l土地金に生符を続けて行くものと，思われる。
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Resume 

The annua1 and seasonal fluctuations of litter fall and grazing 10ss of leaves by h日rbivorous

insect specially the giant silk moth， Caligula jαcponwαMoo沢民， were investigated in a sweet 

gum， Liquid，αmbαr styl刀cijluαLINN.，stand at Kamigamo Experiment Station of Kyoto 

University Forest， Kyoto City. 

The study site is an artificia1 experimental stand of sweet gum which was planted in 1968. 

Fifteen traps， each having surface of one square m抗告r( 1 m X 1 m)， were set up eighty 

centimeter above the ground of the stand. Fallen 1itters in the traps were co11巴ctedone 01' 

several days interval f1'om late Ap1'i1 01' May to July and ten or fifteen days inteval from 

August to Decembe1' in 1979-1990. 

Collected litters w告1'edivided into the seven components by hand sorting， i. e. sweet gum 

1eav巴s，b1'anches， bud sca1es， sexual o1'gans， feces of herbivorous insects (giant silk moth and 

othe1's) ， dead bodies of insects and the othe1's. 1n winte1'， fallen b1'anches on the g1'ound were 

collected at the setting site of each t1'ap. 

Each component was oven-dried and w己igh巴din the laborato1'Y. The grazing 10ss of 1eav邑S

by he1'bivo1'ous insects was estimated by th巴 regularsteps from the feces captur咽edby the 

traps. 

Annual leaf falls were 1'ather st札b1ewith rang‘e from 4.36ton to 5.00ton/ha in 1982'~ 1990. 

Annua11eaf fall at ordina1'Y 1eve1 was 4.71ゴこ0.27ton/haand 1eaf fa11s from late October to 

early November were account日dfor 92-95% to its total annual fall. 

1n case all leaves were eaten by the giant silk moth， new laeves deve10ped soon a month 

afte1' defoliation， its amounts we1'e estimated at about 2.0ton/ha. 

Bud scales 1itte1' we1'e at 32.0~43 .4kg/ha'y f1'om bud b1'eak Oate April) to ea1'ly June. 

Annua1 branch-fa11s ranged from 0.26 to 1.63ton/ha. y. 

Sexua1 organs were at 4.0-73. 7kg/ha' y after 1985 and tend to increase wi th the growth of 

sweet guη1. 

The feces collected varied much from 23.0 to 2，366.3kg/ha' y and its amount was mainly 
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composed by the feces of giant silk moth. The feces of herbiv'orous insect except the giant silk 

moth were weighed at 12.6~46.2kg/ha'y in 1979~1990. Thos巴valuesare seem to be ordinary 

level when compared with the values obtained in various healthy for巴ststand. 

Remarkable amounts of dead larvae and pupae of giant silk moth among the insect bodies 

were coll日cted.The annual falls of insect body residues were weighed at 1. 7~47.2kg/ha'y. 

Totallitter falls were summed up 4.14~6.52ton/ha'y with average of 5.43ton/ha'y. 

The amount of annual feeding leaves by herbivorous insect was estimated at 40~ 

3.371kg/ha'y and that of damaged leaves was estimated at 54~4 ， 546kg/ha' y in a sw巴etgum 

stand. 

Amount of damaged leaves were estimated at 5.8~6.2ton/ha from feces which were fallen 

in traps at all-leaves defoliated area. These valu邑swere equal to leaf biomass of this sweet 

gum stand investigated in 1968 and 1991. 




